
みなさん、クントゥル・ワシ遺跡と
いう名前をご存知ですか？ 
 
初めてこの名前を耳にした人もいる

でしょう。クントゥル・ワシとは、ペル
ーの北部、アンデス山脈の西側のカハマ
ルカ県という山地の、小高い丘の上にあ
る神殿遺跡です。標高 2300ｍにあるこの
遺跡を、1988年から加藤泰健先生・井口
欣也先生をはじめ、ペルー人研究者を含
む調査チームが、その後 10 年あまりに
わたって発掘調査を行ってきました。 

みなさんはペルーの遺跡と聞くと、真
っ先に世界遺産のマチュピチュで知られ
るインカ帝国を思い浮かべるでしょうが、
実はインカは 15世紀後半から 16世紀前
半という短期間に繁栄した社会にすぎま
せん。ペルーではそれより何千年も前か
らそのインカ帝国に繋がる長い文明の歩
みのなかで、さまざまな文化や社会の興
亡があったのです。そのような古代アン
デス文明の初期に光をあて、その基盤と
なった社会の原動力とプロセスを解明し
ようとするのが加藤先生の率いる調査チ
ームの目的です。 

 
世界の注目を浴びた金製品と、重な
りあう神殿の、高度な古代文明。 
 
クントゥル・ワシ遺跡は、今からおよ

そ 3000 年前、紀元前 1000 年から前 50

年の間に利用された遺跡で、祭祀活動を
おこなうために石造の神殿が建てられま
した。長年の発掘調査によって、この遺
跡には時代の違う複数の神殿が重なり合
って地中に埋まっていることがわかりま
した。最初につくられた神殿を壊してそ
の上に新しい神殿を造ったり改修したり
するなど、神殿の建築活動を通じて、当
時の社会はまとまりやさまざまな技術、
生産力を充実させてきたのです。神殿に
はジャガー（南米に生息するヒョウのよ
うな動物）や蛇と人間を融合させた不思
議なデザインの石の彫刻もあります。鉄
の道具を使わなかったアンデス文明は、
石を材料と道具に用いる高度な技術を発
達させたのです。 
 
「もの」を通して古代の人々の活動
や社会、文明の個性を知る。 
 
さらにクントゥル・ワシからは、南北

アメリカ大陸最古のみごとな金製装飾品
が墓の装飾品として発見され、世界的な
注目を集めました。当時の冶金技術の精
巧さ、そしてその他の副葬品などから社
会の階層化も読み取ることが出来ました。
副葬品のなかにはエクアドル産であるウ
ミギク貝の装飾品もあり、長距離交易の
証拠となりました。発掘調査で得られる

 

■修復されたクントゥル・ワシ遺跡 ■十四人面金冠（前 800年頃）■鳥を象った土器（前 800年頃） 
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 ペルー北部・古代アンデス文明の遺跡から人類の文明の成り立ちを探る 

■加藤研究室井口研究室■文化人類学■2007.4.■ 

 

資料は、古代の昔から現在にまで偶然に
残った「もの」に過ぎないのですが、そ
れらを組み合わせたりいろいろな方法で
分析することによって、当時の人びとの
実際の活動が見えてくるのです。 
こうした地道な発掘を積み重ねて得ら

れた調査の成果は、アンデス文明の具体
的な発展のプロセスを明らかにするとと
もに、人類史のなかで世界各地に生まれ
た文明の多様性とさまざまな可能性を教
えてくれます。古代文明といえば「四大
文明」が有名ですが、アメリカ大陸にも
アンデス文明やマヤ文明がありました。
いまも昔も人間の社会にはそれぞれに個
性があり、決して優劣がつけられるもの
ではありません。その個性を具体的なデ
ータをもとに明らかにしていくのが文化
人類学の重要な役割のひとつなのです。 
 
住民と研究者が協同した、博物館建
設による文化遺産の保全の試み。 
 
クントゥル・ワシ遺跡発掘調査のよう

な外国での調査研究では、なにも昔の遺
跡だけを相手にしていれば良いのではあ
りません。クントゥル・ワシはペルーと
いう現代国家の貴重な文化遺産であり、

遺跡のある村の村人にとっても大事な村
の誇りなのです。自分の国の歴史を解明
したいペルー人考古学者もいます。これ
らの人びとの理解をえて、協力し合いな
がら調査を進めることが必要です。 
クントクゥル・ワシでは黄金製品の発

見をきっかけに、この遺跡に対する国や
住人の関心はよりいっそう高まりました。
住人の大きな希望もあり、地元の村に金
製品をはじめとする貴重な発掘資料を展
示するための博物館を建設することにな
りました。資金は日本外務省、在ペルー
日系企業に調査チームが働きかけて集め
ました。また、日本でクントゥル・ワシ
の展覧間を開催して一般の方から募金を
募るなどして、1994年にクントゥル・ワ
シ博物館が開館しました。博物館の運営
に地元住民があたり、住人自身が文化遺
産の保護と展示にかかわるというひとつ
のモデルケースが実現したのです。 
 
研究成果の住民への還元を通して、
地域振興の実現へ。 
 
さらにクントゥル・ワシでは、ユネス

コのプロジェクトによって、遺跡の主要
な建築を修復し保存するという事業も行

われました。これによって、普段は土を
被っていて見ることのできなかった昔の
神殿が、今日の村に姿を現すことになっ
たのです。遺跡を訪れた人は、実際に神
殿の様子をみて、同時に説明のパネルと
博物館で出土した資料を見学します。こ
うして調査チームの研究成果を、一般の
人たちにわかりやすく見せることができ
るようになりました。さらに現在は周辺
の道路なども整備されつつあり、より多
くの人が遺跡を訪れるようになれば、観
光ルートのなかのひとつとなり、地域振
興に一役買う期待も出てきます。 
 文化人類学のフィールドワークでは、
遠い国へとでかけてデータを収集します。
しかし、それは学問上の営みにとどまり
ません。 
 
文化人類学者と現地の人びとや社会
との間には、研究を超えたさまざま
な関係が生まれるのです。 
 

（文：平野京美／井口欣也） 
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■クントゥル・ワシ神殿復元図（前 400年頃） 

■ジャガーの石彫（前 800年頃） 

■研究者と住民と協同で作った遺跡博物館  


